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所謂Collagen diseaseな る 概 念 はSellye副 腎

皮質症候群説の台頭 と共 に近年脚光を浴びた感があ

る.こ とに皮膚科領域に於て は一連の汎 発性皮膚疾

患群は再整 理 されつつある現状に於て, Klemperer

のCollagen diseaseな る 疾 患 群 につ いて皮 膚科の

立場から今一度その立論 にふ りかえつてみよう.

急 性伝染病,急 性 中毒症の中には何れの器官に も

特異な,或 は顕著な変化の見出 されない事があ る.

これはMorganiの 一 定の疾 患 は一定の器官に宿 る

と云 うテーゼに合 はないのである.反 之播種状 エ リ

テマ トーデ スでは全身各所の器官,即 ち皮膚,心 臓,

腎臓等に一様に顕 著 な 変 化 が起つてお り, hetero

geneの 器 官の膠原組 織 に 線維素性変性fibrinoide

 degenerationが 生 じ て いる. Klempererは 全 身膠

原組織を一系統 と見做 し,こ れを場 として特有な変

化の生ずる もの をCo11agen diseaseと した.然 し

てエ リテマ トーデス同様の広汎な膠原線維変化は汎

発性鞏皮症 にも見 られ るが,こ の場 合は結締 織の増

殖及び硬化を主 とし線維素様変性 と膠原組織硬化症

とは膠原病の2つ の異 る相 の表 現であ るとKlem

 pererは 述べ てい る.こ こで問題 となるのは臨床症

状の軽重と膠原組織変化の夫れ とが必ず しも一致 し

ない事実 で あ る.最 後 に 重 要 な 事 はKlemperer

の線 維素様変性 をRosele2), Jaegerが そ れをな し

たようにア レルギー乃至パ テルギーの組織表現 と見

做す事を排 し, Klinge3)が 実 験 的 ヒペルギ ー性炎

症に線維素様変性を認 めたとして も逆 は必ず しも真

でないとしてい る.又 一方伊東によるとエ リテマ ト

ーデスの病機 を細 菌性 ア レルギーと推論す る立場に

於てMilianのBiotropismeの 概 念 によつて解説

してお り膠原線維系統乃至血管 の病変がア レルギー

説に於て問題 とな ってい る. Selye4)は 動 物に種 々

のStressを 与 える事に より実験 的膠原病類似の疾

患を作 り,膠 原病が下垂体一副腎系のバ ランスの失

調により生ず る適応 の疾患であ ると考 える適応症候

群 なる概念 を展開 した.

か くの 如 くCollagen diseaseな る疾患はKlem

perer以 来,そ の病因,概 念について判然 とせず議

論百出 し,個 々の疾患間に於てもある一部 は相重合

し,他 の一部は相違 している点 もあ る.

一般 に皮 膚 科 領 域 に於 て所謂Collagen disease

な る疾 患にエ リテマ トーデ ス,汎 発性鞏皮症,皮 膚

筋炎,結 節性動脈周囲炎が あげ られているが,前2

者 は臨床上 日常 しば しば見 られ る所 であ り,こ の2

者 につ いて次の観点よ り眺 めてみた.即 ちCollagen

 diseaseの 原 因 は 単 純な るfactorで な く,い ろい

ろのfactorが 組 み合つて生 ずる のであ り,わ れわ

れ は第2次 世界大戦 と云 う社会情勢,生 活環境を考

慮 に入れて戦前,戦 後の各10年 間につ いて エ リテマ

トーデス,汎 発性鞏皮症 の発生頻度並びにその病相

の如何に変転 しているか統計的に観察を加えてみた.

I　 エ リテマ トーデスについて

昭和11年 以降昭和30年 に到 る20年 間にわたつて岡

山大学医学部皮膚科外来を訪れた患者 につ き昭和20

年 迄の10年 間 を戦前群 と し,そ れ以後昭和30年 迄の

10年 間 を戦後群 として エ リテマ トーデ スの統計 的観

察を加えた.

1. 症 例数

昭和11年 以降20年 間 の皮膚 科 外 来 患 者 合計総数

(泌 尿器科疾患 を除外)53, 713例 で エ リテマ トーデ

ス症例177例 に して,そ の比率は0.33％ で あ り,こ

れを他大学の報告 と比較 してみ るに佐野7)(0.53%)

よ り低少であ るが 中野8)(0.37%)と ほ.ぼ同一であ

り,桜 根9)(0.26%),稻 葉10)(0.28%),山 内11)

(0.22%),鎌 田12)(0.18%)よ り高 率で あつ た.も

つ とも,既 発表の中,戦 後 の短 期間の統計 では高率

であ り,長 期間の もの程低 率となつてお り,わ れわ

れ も戦前,戦 後に分けてみるに戦前外来総 数19,326

例 中49例, 0.25%で あ り,こ れは昭和10年 竹内13)の
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報告せる千葉大0.27%,東 大0.3%に 比 し大体同率

であるに戦後群では外来総数34,387例 中128例(0.37

%)で あつて明 らかに戦前よりも高率であり,著 明

な増加を来 しており,桜 根,鎌 田,中 野等の報告と

同一傾向にある.

第1表　 症例数並びに年次的消長

2. 年次的消長

次に年度別に眺めると,第1表 に示す如く昭和11

年 より支那事変,太 平洋戦争期 にかけて増 加の傾向

あ りて,昭 和14年0.25%,昭 和15年0.38%で あ る.

この事は第一次世界大戦時 ドイツにてエ リテマ トー

デ ス の 患 者 が 増 し た とMartenetein5), Miiller,

 Hoffmannが 述 べ て い る 事 実,又 荒川14),稻 葉10)

の 統計 と同 じ傾 向にあ り,戦 争下の恵 まれ ざる生活

環境 と云 うもの は本疾患発生の一因子に含まれ る事

は首肯 され る の で あ る.つ いで昭和20年0.083%と

著 明 な低下 を示 して来 るが,こ れは終 戦時 の社会的

混乱 な要 素が入つてい るため と思 われ る.次 に戦後

群で は昭和25年0.26%と 増 加 を来 し以後著明な増加

とな り昭和27年 では0.5%と 激 増.し て いる.こ れを

本 邦の報告に比す るに桜根9),佐 野7)の 報 告は短期

間であり一定の傾向はないが,中 野8),鎌 田の如き

長期間の統計では凡てわれわれと同一傾向を示 して

いる.殊 に鎌田12)は この激増 の原因を化膿性疾患

群の年次的消長及びスルフオンア ミド剤,抗 生物質

の出現 との 関係 につ き注 目 しfocal infectionに

よる感染ア レルギーを以て説明をなし,伊 藤13)は

本症の戦後増加現象を化学療法剤乃至抗生物質によ

る病原菌のなま殺 し状態を惹起せしめたのではない

かと推臆 している.

第2表　 性別並びに年令別

3. 性 別,年 令

第2表 に示す如 く本 疾 患177例 中 男子60例,女 子

117例 に して女性に多 く男女比は1:1.95で あ り,桜

根(1:3.62)北 村16)(1:3.45)の 如 き最近短期間

の統計では女性に高 率 に発 生 してい るが,鎌 田12)

(1:1.3)中 野(1:1.45)山 内(1:1.48)の 如 き

長 期 間 の 統 計 に比す ると女 性に多い成績である.

これを戦前,戦 後 に分けてみるに,戦 前男18例,女

31例 で あ り,そ の男 女比 は1:1.72,戦 後 では男42

例,女86例 で その男女比は1:2.05と な り戦後はや

や女性に多 く発生 してい る.

発 病年令別 のうち最高 年令は男子67才,女 子64才

で あ り,最 低年令は男子19才,女 子14才 で 全症例を

通 じ14才 より67才 迄 の間 に罹患 してい る.こ れを年

令層別 にみ ると第2表 に示 す如 く男女共20才 台に最

も多 く男22例 女41例 あ り,つ いで30才 台 とな り男18

例,女33例 で ある.こ れを戦前,戦 後に分けてみる

に戦前では男子は30才 台 に最 も多 く8例,つ いで20

才 台40才 台 共 に4例 となつており,女 子は20才 台 に

最 も多 く14例,つ いで30才 台 の7例 であ る.戦 後で

は男女共20才 台 に最 も多 く男18例,女27例 で あり,

つ いで30才 台 の順で男10例,女26例 で ある.
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4. 発病,来 院,増 悪月別

本疾患の季節的消長の特長としては太陽光線の影

響による所大にして,わ れわれは発病時期,外 来初

診時,増 悪時期の三つに分けてカルテ記載の明 らか

なものについて調査 したが第3表 の如き結果を得た

鼻部33例,口 唇5例 の順 となつており躯幹にはほと

んど発生しない.こ れを戦前,戦 後に分けてみるに

第4表 の如 く全 く同じ傾向にあり相違は認め られな

かつた.

第3表　 月 別 分 布

第4表　 部 位 的 関 係

第5表　 月 経 と の 関 係

まず発病月別をみるに,一 年を通じ8月 が一番多

く17例,つ いで6月, 4月 の13例であり, 1年 を通

じて4月 より8月 中に発病するものの99例中58例 で

半数以上に春より夏にかけて発病し,戦 前,戦 後を

通じて同じ傾向であった.発 病月別は主に患者の問

診により知る所であり,い ささか正確ならざる点も

あるので外来初診時期についてみるに6月 の24例,

 7月, 8月 の各23例, 9月 の22例, 3月 の16例, 4月の

15例であり,や はり春より夏にかけて来院するもの

多く,発 病時より約1ケ 月間つれて来院の傾向が窺

われる,戦 前,戦 後に分けてこれをみるにやはり同

じ傾向にある.次 に問診による増悪時期並に治療中

にもかかわらず増悪するものについて調査 したが,

 8月 に増悪せるもの最 も多く27例,つ いで7月 の13

例, 6月の11例の1頂になつている.増 悪時期を戦前,

戦後と比較してみるに何れも6月 より8月 にかけて

殊に8月 に多いのである.

以上3点 よりみても太陽光線のつよい春より夏に

かけて変動多く,本 症が光線過敏性皮膚疾患である

事が窺われるのである.

5. 皮疹の部位的関係

本症の発生部位 として初発部位と好発部位に分け

て観察した.ま ず初発部位としては頬部に多く84例,

好発部位として同一患者に2ケ 所以上発生 してい

るものは別個に計算しその統計をとつてみたが,初

発部位と大体同じ傾 向 にあり,頬 部に一番多く125

例,つ いで鼻部75例,口 唇34例,額28例 となつてい

る.戦 前,戦 後と比較するに同一傾向にあり,本 症

の露出部位に多く発生 し,殊 に顔面の尖端部に生ず

る事は内外文献と同一であり,本 症の光線過敏性も

首肯される所である.

6. 月経との関係

本症は女性に多 く,し かも妊娠可能年令に頻発す

る事より,又 妊娠との関係についてもいろいろと報

告されており,女 性ホルモンと何 らかの関係ありと

云はれてをる.即 ち妊娠による悪化例(Loederer)

及び軽快例(Fordyce)も あり,流 産 による悪化例

(Hachez)と 軽快例(Lowenberg),又 出産 後 の発
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病(藤 井17))等 あ り,又 卵巣 摘 出後発 生 した例

(Pringle)も ある.わ れわれも月経との関係につい

て調査 した所,第5表 の如き結果を得た.罹 患女性

38例 中月経正順22例,月 経不順16例 ありて不順なる

もの42.1%も あり,ま た妊娠との関係をみるに不妊

症3例,流 産後発生 したもの3例,産 後発生せるも

の1例,妊 娠中発生 したもの1例,子 宮外妊娠にて

手術後発生せ し2例,卵 巣嚢腫にて卵巣摘出後発生

せし1例 あるは誠に興味深 く本症が女性ホルモンと

深い関係にある事も首肯されるのである.

第6表　 病 型 分 類

第7表　 血 沈 値

第8表　 蛋 白 尿

第9表　 梅 毒 血 清 反 応

7. 病 型

本疾患には急性型及び慢性型等諸種の型がみられ,

症状にも甚 しい相違があるが初発疹は悉 く同一であ

り,病 理組織学的には質的に異同を認めなく,急 性

型の慢性移行或いは逆に慢性型の急性移行ありて甚

だ複 雑で あ る.そ の分 類 も各人 各様で あ り,

 Micheleon,北 村, Dogos,伊 藤等の分類あるが,わ

れわれはこれらを考慮に入れて急性播種状エ リテマ

トーデス,亜 急性播種状エリテマ トーデス,慢 性播

種状エリテマトーデス及び慢性円板状エリテマ トー

デスの4型 に分ち第6表 に示す如き結果を得た.全

症例177例 中急性播種状エリテマ トーデス9例,亜

急性播種状エリテマ トーデス9例 にして,播 種状エ

リテマ トーデスとしては11.3%に すぎず,慢 性円板

状エテマリトーデスは非常 に多く157例88.7%で あ

る.

8. 血沈値,蛋 白尿について

次に病 型別 に血 沈値,蛋 白尿についてみたが第

7, 8表 の如 き結果を得 た.ま ず血沈値では急性播

種状エ リテ マ トーデス1時 間値72mm, 2時 間値

91mmで 高度の促進あり,慢 性播 種状エリテマ ト

ーデス1時 間値50mm前 後2時 間値100mm前 後

であり,慢 性円板状エリテマ トーデス1時 間値7～

30mmの 間にあり2時 間値は50mm前 後である.

即ち急性型に,ま た播種状になるにつれて血沈値は

促進している.次 に蛋白尿について病型別にみるに

急性播種状エリテマトーデス9例 全部陽性に出てお

り,慢 性円板状エ リテマトーデスでは検査せし70例

中3例 に陽性に出ておるに過ぎない.

9. 梅毒血清反応について

本疾患54例 に梅毒血清反応を施行した所,第9表

に示す如 く慢性円板状エリテマ トーデス4例 に梅毒

血清反応陽性をみた.本 症と梅毒との関係は殆ど今

日では省みるものもないが僅に先天梅毒にのみ発症

の母地としての意義があるようである.
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10. ツベ ルク リン反応について

本症 と結核 との関係はLupusの 名 称がついてい

る事からも想像 でき, Darierは 結 核 疹 に編入 した

程である.又 凡ゆ る方面か ら結核の検索が行 はれ,

本症患者に結核病巣の存する事等報告せられている.

われわれは70例にツベルクリン反応を施行し, 55例

に陽性をみたが,こ れをもつて直ちに本症の結核説

を云々する事は出来難 く伊東は巣感染としての意義

ありと云つている.

第10表　 ツベル ク リン反応

第11表　 治 療 成 績

11. 治療成績について

本症の成因についての究明と共に治療方式も変遷

し,大 別して第11表 に示す如き方法ありて,そ の効

果を求めてみた.

1) 光線療法

紫外線,レ ントゲ ン線の照射等があるが, 30例 に

つき軽快1例,か えつて増悪せるもの5例 ありて今

日では殆どかへ りみられなくなつている.

2) 砒素剤古くから使用せ られFowler液 の如き

無機物のもの,ソ ラルソンの如き有機化合物等,多

々あるが12例 に使用し軽快7例 を得た.

3) 金 剤

戦前最も賞用された一方法でありトリフアール,

ゾルガナール等があり22例に使用し5例 に有効であ

つた.

4) 蒼鉛剤

本剤の応用は梅毒を合併しているエリテマ トーデ

ス患者に用いて効を認めたものに始まり,現 在迄諸

家の報告あるも一般に副作用の少い点が有利である.

 18例 に使用し著効1例,軽 快4例 を得た.

以上4者 は戦前より主に使用せ られている治療で

あるが,こ の同一方法による治療成績を戦前,戦 後

に分けてみるに戦前43例 中,軽 快3例 にすぎず,戦

後の39例 中,著 効1例,軽 快14例であり,治 療成績

も向上している.こ れは治療回数にも関係するが,

又医薬品の改良進歩によるものと思われる.

ついで戦後画期的な薬剤として登場したものが抗

生物質ペニシリンであり,副 腎皮質ホルモンである.

本症 もその恩恵に浴するものの一つである.

5) 抗生物質

ペニシリンを28例 に使用し治癒1例,著 効2例,

軽快15例 即ち有効18例, 64.3%を 得た.な かんつく

急性型では極めて顕著な効果を認めた.

6) 内分泌療法

戦後副腎皮質ホルモン剤の出現により,本 症にも

全身療法,局 所療法として使用せられ劇的な効果あ

りとの報告も多々あり,わ れわれは16例 に使用し治

癒1例,著 効1例,軽 快11例 即ち有効13例, 81.2%

と云う結果を得た.特 に急性型に対 して全身投与で

著明な効果を得たものがある.

以上戦前,戦 後のエリテマ トーデスの治療成績を

比較するに第11表 の如く,戦 前43例 中軽快3例 にす

ぎず,こ れに対 して戦後では83例中,治 癒2例,著

効4例,軽 快40例 にして有効率55.4%で あり,治 療

成績は非常に好転しているのである.

Ⅱ　汎 発 性 鞏 皮 症

1, 症例数

昭和11年 より昭和30年 の20年 間の汎発性鞏皮症は

15例にして外来患者百 分率は0-028%で あり,九 大

(0.048%),金 沢医大(0.057%)に 比し低少である.

これを戦前,戦 後に分 けてみるに戦前7例,0.036

%で あり,戦 後8例, 0.023%で 本 症 発生頻度は戦

前においてやや大である(第12表)

2. 年次的消長

年度別にみるに第12表 に示す如 く,昭 和11年 より

5年 間は全くなく,昭 和16年 以降30年に亘り1年 間

約1～2例 にして大体均等に分布 しており,エ リテ

マ トーデスの如き,戦 前戦後の著明な差は全 く見ら
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れなかつた.

3. 性別並に年令分布

第13表 に示す如く, 15例中男子7例,女 子8例 に

して男女の比には変 りはない.三 浦9)は女性にやや

多く69%を 占めており,樋 口8)は女子に多 く男子の

約3倍 ありと報告している.こ れを戦前,戦 後に分

けてみるに,戦 前7例 中女子5例,男 子2例 にして

男女比は1:2.5で あり女性に多 く,戦 後では8例 中

男子5例,女 子3例 にして男女比は1:0.6で ある.

次に発病年令では最高59才,最 低21才 であり,年

令層別に分けると男子では40才台に多く4例 であり,

女子では20才台5例,つ いで30才台3例 となつてい

る.戦 前,戦 後に分けてみるに,男 子は何れも40才

台に,女 子では20才台ついで30才 台に多く,戦 前,

戦後の差は全 く見 られない.

第12表　 症例数並びに年次的消長

第13表　 性別並びに年令分布

第14表a　 羅 患 部 位

第14表b　 色 素 沈 着

第14表c　 レイノー氏症 候群

第15表　 月 経 と の 関 係

4. 罹患部位,色 素沈着,自 覚症状

まず罹患部位として第14表 の如 く上肢の冒されて

いるもの最も多 く13例,つ いで顔面11例,つ いで躯

幹,下 肢となつており戦前,戦 後は全 く同一傾向に

あつた,

一般に鞏皮症は暗褐色の色素沈着を局所に来すが,

カルテ記載の明確なるもの11例 中凡てに見 られた.

自覚症状として殊に著明なものはレイノー氏症候

群であり, 15例中8例 にあり,大 体に発病初期に訴

へているようである.

5. 月経との関係

女性7例 中月経の正順なもの2例,月 経不順なも

の4例 あり,又 妊娠中に発病せしもの1例 あり,本

邦文献中にも月経との関係について記載せしものに

官野20),松 井21)等 あ るが,月 経不順,妊 娠等に関

係して発生せるものありて本症の性腺機能不全が窺

はれるのである,

6. ツベルクリン反応並に梅毒血清反応について

結核と本症とは判然とせる因果関係はなく,内 分

泌腺が結核におかされ,こ れと密接な関係にある自

律神経に影響を及 して発生を促すのであると云はれ

ている.三 浦は42例中14例 にツベルクリン反応陽性

であり,樋 口は3分 の1に 陽性を見たと報告してい
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る.わ れわれは8例 に施行し凡て陽性であつた.

次に本症と梅毒との関係は,官 野は24例 中5例,

中野22)は31例 中6例 の梅 毒血清反応陽性を認め,

又三浦9)の駆梅療法により奏功 した報告あるも,梅

毒は本症の原因ではなくて主に内分泌腺の梅毒性変

化が本症の発生を促すものと云はれている.わ れわ

れは8例 に施行して凡て陰性であつた.

第16表　 a　 ツペル ク リソ反応

第17表　 自律神経機能検査

第18表　 治 療 成 績

7. 植物性神経系

呉23)は脊髄後根中 に皮膚,筋,骨,関 節などの

栄養を司る副交感 神経の あ る事を発表し,山 県24)

は本疾患において身体各部の末梢神経中の副交感神

経線維に変化を認めている如 く,本 症の成因と自律

神経系とは重要な関係にある.こ の中,交 感神経緊

張説,副 交感神経緊張説とあつて一定しないが,一

般に副交感神経緊張を示す場合が多く,わ れわれも

4例 中4例 共ア ドレナ リン試験,ア トロピン試験は

陰性であるが,ピ ロカルピン試験は全て陽性であつ

た.

8. 治療成績

本症の治療として主に内分泌療法及び,こ れと密

接な関係にある自律神経剤が用いられているが,本

症の成因の復雑であることに関連 して治療方法 もま

ちまちである.

1) 甲状腺剤

本症がしばしばバセ ドウ氏病等甲状腺の病変を合

併し,基 礎代謝にも変動ある事より甲状腺機能不全

が考えられ,古 くより甲状腺製剤が使用されている

が,効 果 も区々で あり,官 野20),中 野22),矢 野25)

等の如く効果を認 めた もの,又 千原26),木 下27)の

如 く無効或は増悪例もある.わ れわれは10例 に使用

し軽快3例 を得た.

2) 下垂体製剤

Strumpellが 本症と下垂体,殊 に前葉との関係に

ついて報告 して以来,ト ルコ鞍像の異常を記載 して

いるもの多くあり,太 田28)は下垂体製剤の使用は

本症に必須なものであ ると発表し,田 中29)等の有

効例が見られる.わ れわれは5例 に使用し軽快2例

を得た.

3) 副腎皮質製剤

本症は膠原病と云う概念より副腎皮質ホルモン製

剤が使用されているが,そ の成績もまちまちであり,

われわれも3例 に使用し軽快1例 を得た.

4) 自律神経剤

呉23)は 副交感神経の萎 縮 を認めた事よりピロカ

ルピンの使用により著効を得た多数の報告をなし,

多くの追試報告 もあるが,わ れわれは2例 に使用し

軽快1例 を得た.

以上鞏皮症の治療成績を総括 してみるに15例中,

軽快7例,有 効率46.7%で あり治療に抗 して増悪せ

しものは認められなかつた.

さて,わ れわれの経験した上記臨床 所見 よ り,

所謂Collagen diseaseな る疾 患を眺めるに,エ リ

テマ トーデスと鞏皮症 の間には膠原組 織のfibri

noide degenerationと 云 う共通の場はあるにしても,

他面非常な差異の認められる点もあり,エ リテマ ト

ーデスの発生は社会環境特に戦争と云 うものに,よ

り大きな影響をうけるものであり,且 四季を通じて

も春,夏 に多いと云う季節的影響をうけ,こ れは主

に本症の光線過敏性に大いに関係あるものと思われ

る.こ れに反 して汎発性鞏皮症は戦前,戦 後を通じ
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てその発生率において大 した変化 もな く,季 節的影

響 も全 く認められないのである.又 一面発病年令で

はエ リテマ トーデス,鞏 皮症共に20才台より40才台

の青壮年層に多く,特 に女性では月経不順或いは妊

娠に関係 して妊娠中,産 後,流 産により発生せる症

例の両疾患に見 られる点はまことに興味ある所にし

て内分泌的因子が両者共に存するものと思われるの

である.

さはあれ,こ れらエリテマ トーデスといい,又 鞏

皮症といい,共 に身体諸臓器の機能と密接な関係を

有 し,否,そ の皮膚機能は身体諸臓器の機能脱落或

は失調を表現するものである疾患においては,そ の

病像の変遷と共に本態の究明により,治 療も変化し

適確となるものである.こ とに膠原病の概念の下に,

これら疾患を眺める時幾多興味深いものがある.

稿を終るにあたり,御 懇篤な御指導,御 校閲を賜

つた恩師大村教授に深甚な謝意を表します.
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Studies on clinical and statistical observations on collagen disease, erythematodes and 

scleroderma have been carried out over past 20 years from 1936 to 1955.

These skin diseases were found to have some important correlations of seasonal and 

endoclinological factors and recently seemed to become more increases.


